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新型Ｃ２Ｐプレスの紹介

（１）C2P-Hタイプ（湿式クラッチブレーキプレス）
　環境負荷低減（騒音の問題など）への期待により、従来
の乾式クラッチブレーキから湿式クラッチブレーキに需要
は変化しています。これまでに使用された湿式クラッチブ
レーキは、海外製が主流でドラグトルクが大きく、エネル
ギーの損失があるため、主電動機の容量がその分大きく
なるという問題がありました。当社では、ドラグトルクが小
さく、ネルギー損失の少ないコンパクトな湿式クラッチブ
レーキを開発し、新型C2Pプレスに採用しました。

（２）C2P-Sタイプ（ダイレクトサーボプレス）
　高付加価値製品への需要から、サーボプレスへの期待
も高まりつつあります。サーボモータの動作（モーション）
を自由に変更することで、例えば、クランクプレスであって
もリンクプレスのようなモーションが可能になり、様々な
製品に対応できるためです。近年は大型のサーボモータが
製作できるようになったため、当社では新型C2Pプレスに
大型サーボモータを取付けた、ダイレクトサーボプレス
（クランク軸を直接サーボモータで駆動させる）を開発し
ました。サーボモータでクランク軸モーションの制御が可
能になるのでクラッチブレーキが不要になり、部品点数が
大幅に削減でき、メンテナンスフリーになるという利点も
あります。

　自動車産業を中心として海外生産へのシフトが加速しているため、鍛造プレスのメンテナンス周期、長期化
や騒音などの環境負荷低減の要望が増えてきており、当社ではこれらの要望をふまえ2タイプの新型プレス
C2Pシリーズを開発しました。

C2P-16H  湿式クラッチブレーキモデル C2P-16S  ダイレクトサーボモデル

図1　新型C2Pプレスシリーズの概要

C2Pシリーズの狙い
＊環境負荷低減
＊ダウンサイジングによる省スペース化
＊製品精度向上
＊メンテナンス性向上

New Release of the Planetary Type of Forging Press
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乾式クラッチブレーキプレス 湿式クラッチブレーキプレス ダイレクトサーボプレス
音 △（大きい） ○（小さい） ◎（ほとんど無い）

モータサイズ ◎（75ｋW） ○（12.5ｋW）
※ドラグトルク分必要

△（800ｋW）
※フライホイールなし

駆動 エアー 油圧 電気
プレス速度 速い 速い 遅い
モーション クランク クランク クランクおよびフリーモーション

※モータサイズはプレス能力16MNでの比較

図2　C2Pプレス　見学会の様子（当社場内にて）

図3　湿式クラッチブレーキ
　　（フライホイールに内蔵） 図4　ライニング材（焼結材とペーパー材）の比較

表1　各プレスの比較
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《試験油》
コスモノーキユニバーサル

《目的》
弊社ペーパー質摩擦材N266、P186と焼結材W40Qの摩擦特性評価。
試験油はコスモノーキユニバーサル、面圧は2.7MPa。
《結論》
動摩擦係数は、N266≒P186≫W40Q(ペーパー材＞焼結材)であり、
静摩擦係数は、N266＞P186≫W40Qの順であった(焼結材は摩擦係数が低い)。
他の面圧での摩擦係数や摩擦係数のバラツキについては別紙にて紹介する。
なお油温は40～120℃まで20℃刻みで設定したが、プロットは実測温度とした。

《SAE No2試験場》
摩擦板　φ127×φ112
摩擦面積　28.1cm2

摩擦面数　4面（2枚）
有効半径　0.0598m
慣性量　0.1kgm2

面圧　2.7MPa
μd回転数　1250rpm
μs回転数　0.7rpm
潤滑モード　オイルバス（どぶ漬け）
油量　800cc
油温　40～120℃
試験油　コスモノーキユニバーサル

ペーパー質P186　μd（2.7MPa）

ペーパー質P186　μs（2.7MPa）

焼結材W40Q　μd（2.7MPa）

焼結材W40Q　μs（2.7MPa）

（3）各プレスの特長
　表1に各プレスの特徴を示します。
　また、C2Pシリーズには下記のような共通した特徴もあ
ります。
①環境負荷低減
②下ノックアウト機構の下部フレーム内蔵によるプレスの
ダウンサイジング　

③油圧バランサ4点支持による製品精度向上　
④ガイドギブへの自社開発のしゅう動部材（ブロベアii））
の採用による潤滑油量の低減　

（4）新型プレスのプライベートショー
　2014年7月、当社工場でこの新型プレスのプライベート
ショーを開催し、多くのお客様にご好評頂きました（図2）。

（５）湿式クラッチブレーキプレスC2P-16H
　今回採用した湿式クラッチブレーキ用ライニング材質
には、ペーパー材を使用しており、従来使用されている砲
金材に対して摩擦係数が約1.7倍となるので、ライニング
の大きさ、ならびに湿式クラッチブレーキ部をコンパクトに
することができます。また、クラッチブレーキに使用される
油も少なく、ライニング間の隙間も従来より広げることが
可能になり、エネルギー損失も30%ほど改善できました。

ii) ブロベアは当社の登録商標です。
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サーボモーター電力
FWモーター電力
消費電力（一次側供給電力）

図6　モータ電力と消費電力の関係

のフライホールモータから得ることが出来るので、従来の
キャパシタより大幅に小さくすることが可能になりました。
　また、サーボモータに必要なエネルギーを、フライホイール
モータとキャパシタで供給および補給を行うので図6の
ピンク線のように1次側の供給電力を平準化することが
可能になりました。

（６）ダイレクトサーボプレスC2P-16S
　一般的にダイレクトサーボプレスは、鍛造時の仕事エネ
ルギーを確保するためにサーボモータ電力供給用の大き
なキャパシタが必要になります。当社で採用しているサー
ボシステムは図5のシステムであり、大きな特徴はフライホ
イールモータを採用している点です。必要なエネルギーをこ

図5　ダイレクトサーボプレスのシステム構成
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平準化された電力（消費電力）
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